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□はじめに 

 この研究では人工知能を主なテーマとして、調査中心の研究を行った。人工知能の様々

な機能をおおまかに調査し、その特徴などを学んだ後に、機能の中から、興味を抱いた機

能について、さらに調査を進めた。私はヒューマンインターフェースについて調査した。 

 

□ヒューマンインターフェースとは 

 コンピュータと人とのコミュニケーション方法のこと。コンピュータは人に対して、情

報をわかりやすく提示する役割であり、また、人が操作したい意思を思いのまま、コンピ

ュータに伝達することができること。 

 

□ヒューマンインターフェースの評価項目 

・直感的に操作方法が理解できる  

・目的の操作が早く行える  

・操作した内容を五感で確認できる  

・誤操作を実行したときに被害が少ない 

 

□様々な研究 “三次元グリップと VR 技術による空間 GUI システムの開発” 

三次元グリップを用いてバーチャルリアリテ

ィで表示された仮想空間内の仮想物の移動、回

転、把持操作を可能にするインターフェースフ

ァームウェアの開発。 

東工大佐藤研究室での研究は、ユーザーの握

るグリップを複数(4~8 本)のストリングで吊る

し、その張力を制御する。移動や回転操作だけ

でなく、重量や粘性も感じることができる。 
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